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 編集担当のひとコト     

秋と言えば、食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋・・・ 

春夏秋冬関係なく、食べること、呑むことが大好きな丸山です。 

今年の夏は、前半涼しくてセミの鳴き声もあまり聞こえませんでしたが、後半は、

とても暑い夏でした。 

9 月１日に上千葉公園にて昆虫標本作りのための昆虫採集をしました。虫網を持

って一生懸命トンボやチョウチョを追いかける子ども達・・・子供が諦めると親の

出番です。昔のようにはいきませんが、走り回っている姿は、まるで子供に戻った

ようでした。思い切り走った結果、沢山の昆虫が捕まえられました。 

今年は気温の低い日が続いたせいか、カンタンの生育が良くなく、なかなか成虫

が見られませんでしたが、この日に捕まえた子を発見！！区内にあるカンタンの里

にもたくさん住みついてくれるといいなと思いました。 

日も短くなり、秋の風を感じる季節になりました。皆さんも、虫の声を聴きにお

散歩に出るのもいいかもしれませんね。 

＊＊＊丸山＊＊＊
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【調査区２】 計２８種 

<鳥類> ツバメ、コサギ、シジュウカラ 

<昆虫> アキアカネ、オオカマキリ、カンタン、トノサマバッタ、クマゼミ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、クロアゲハ、ナミアゲハ、 

アカボシゴマダラ

<植物> アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、スズメノエンドウ、 

アレチウリ、オオバコ、カントウタンポポ、ツユクサ、ジュズダマ、ススキ

<爬虫類> シシッピアカミミガメ、

<底生動物> ベンケイガニ

【調査区５】 計１９種 

<鳥類> コアジサシ、ツバメ、オオヨシキリ、

コガモ、コサギ、カワセミ、コゲラ、 

シジュウカラ 

<昆虫> クマゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、 

クロアゲハ、ナミアゲハ、

ツマグロヒョウモン、アカボシゴマダラ

<植物> アカメガシワ、シロツメクサ、

【調査区４】 計１０種 

<鳥類> ツバメ、シジュウカラ、 

エンマコオロギ、アブラゼミ、 

ミンミンゼミ 

<植物> アカメガシワ、シロツメクサ、 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ、 

ニホンカナヘビ 

<底生動物> ベンケイガニ 

【調査区３】 計２７種 

<鳥類> コアジサシ、ツバメ、

コサギ、シジュウカラ 

<昆虫> エンマコオロギ、カンタン、 

クマゼミ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、

ニイニイゼミ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

<植物> アカメガシワ、スギナ、 

ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、

イモカタバミ、アレチウリ、セリ、

カントウヨメナ、ツユクサ、 

ジュズダマ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ、 

ウシガエル 

<クモ類> ジョロウグモ 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計１４種 

<鳥類> ツバメ、アキアカネ、 

クマゼミ、アブラゼミ、 

ミンミンゼミ、ナミアゲハ、 

<昆虫> エンマコオロギ、 

アブラゼミ、ミンミンゼミ、 

<植物> アカメガシワ、アレチウリ、

ジュズダマ、

<爬虫類> ウシガエル

<底生動物> ベンケイガニ 
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オオスカシバ 

Wikipedia より引用

上記の写真は、8/19 にＲさんがお花茶屋で撮影されたオオ

スカシバです。漢字で書くと「大透翅」、本当に翅が透き通っ

ていて、ガの一種とは思えませんね。花の蜜を吸うそうです。 

レポーターが見つけた 

オオスカシバ（大透翅、学名：Cephonodes hylas）は、チョウ目

スズメガ科の昆虫。ガの一種。和名のとおり、翅が透明なガで、夏

の日中によく活動する。スカシバという名がついているが、スカシ

バガの仲間ではない。

成虫の前翅長は３㎝ほど。体の背中側は黄緑色で、腹側は白い。

腹部の中ほどに赤い横帯模様があり、その前後に黒い帯模様もあ

る。また、腹部先端の左右には黒い毛の束がある。  

和名のとおり翅は透明で、鱗粉がなく、黒い翅脈が走るのが大き

な特徴である。羽化した直後には灰白色の鱗粉が翅をおおっている

が、羽ばたくと鱗粉がすぐに脱落し、透明な翅になってしまう。  
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6月 14日 タチアオイ  水元 2丁目

6月 12日 カナヘビ    7月 1日 ハンゲショウ       キスゲ 水元 3丁目

7月 25日 ホウズキ       ⇔水元 3丁目       カマキリ

穴
今年の夏は予告なしに、ある日突然にやって来たような感じがしました。それまで梅雨が長引き雨と湿気を

運び、日照時間も短かかったのです。私の家庭菜園としての数株の野菜にも、その生育に如実な打撃を受けま

した。そんな中でもタチアオイやハンゲショウやキスゲは美しく、ホオズキにかかる雨しずくの柔和な表情に

感動！カマキリの動きに目を凝らしました。 私にとっては植物も昆虫も今と昔との夏の思い出と繋ぐ大切な

自然環境です。
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7月 3日 アブラゼミ 水元 3丁目   8月 1日 コガネムシ水元 3丁目⇔アゲハ

8月 29日  ミソハギ 水元 3丁目

8月 20日 カマキリ  ↑

8月 30日 ススキ ←水元 3丁目

 ある日突然の夏の到来と共にやってきた猛暑というよりも酷

暑に、体調管理をするのに大変な日々が続きました。6月から 7

月いっぱいの不順な天候の中でも、季節は進み急遽 8 月には、

まるで大きな音を発するごときの夏との出会いです。

 聞き様によっては、夏を謳歌するセミの泣き方。緑の光沢を

見せてくれたコガネムシや、エコトーンを巧みに活用しその羽

を優雅に羽ばたかせるアゲハ。カマキリのまるで何かを懇願し

ているような足と頭の動き。

 ミソハギを少しだけ旧盆にお供えしました。その後も次から

次へと花をつけ、8 月の終わりになっても夏を満喫していまし

た。そして、ススキも豊かな穂に成長しました。確かに季節は

動いています。人はこの地球の懐に抱かれ、たくさんの恩恵を

受けて日々の暮らしを営んでいるのですが、ついそのことを忘

れてしまうことがある自分を発見することがあります。「忙し

い」という字は「心を亡くす」という意味でもあります。忙し

さに心を亡くすことのないように、自然に語りかけ新たな自分

発見ができるように、これからも自然観察を継続していきたい

と考えています。

-5-



-6-



-7-



-8-



-9-



 今年の夏は          弥生さくら草

 記録的に暑かったこの夏も八月の終わりに近づくと、そこはかと

なく秋の気配を感じます。空は青く高くなりました。いつかこの酷

暑も終わり、そうして寒い冬が来るのです。それを毎年繰り返して

いるうちに私も傘寿を越えました。夏が終わると絶好の日々は速く

過ぎてゆき、たちまち冬が近づく‥‥そうして今年も逝くのです。

異常に梅雨が長引き、お盆が過ぎるまで明けなかった。その後は

連日猛暑で、植物には受難だった。葉が薄い朝顔や茄子などは日に

三度は水をあげた。萎れた葉を見ると息絶え絶えに感じられて昼間

でも撒いた。ゼラニウムはどちらかというと丈夫な部類に入り、挿

し芽で増え、冬でも戸外で咲き手入れが簡単である。それが今年は

異変が起きて葉が所どころ脱色している。遠方から見ると薄緑色の

花が咲いているように見える。ヨーロッパではこの花は窓辺を彩っ

ている。洗濯物を窓辺に干さないというドイツでは美観を損なうか

らと住む人々が協力しているそうだ。

夏の間咲き続ける花に百日紅がある。今年も七月を待って開花し

たが、それでも例年より花が少なく色が冴えない。葉はまだらにな

って醜い。気候が影響しているのだろう･･････。

夜間外に出てみた。夜空にスカイツリーが冴え冴えと輝いて見える。

昼間には気が付かなかったが虫の声がささやくのが聴こえた。いつ

の間に姦しく鳴いていた蝉の声がしない。目に見えぬほどの歩みで

秋が近づいている。   令和 1年 9月 2日
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「センニンソウ」 

8/3 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「ヤブカンゾウ」 

7/13 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「ネジバナ」 

7/3  場所：青戸 3 丁目 

名前：森本 龍司さん 

「スイカズラ」 

6/1 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 
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「サボテンマン開花」 

6/19 場所：お花茶屋 

名前：Ｒさん 

「アズマヒキガエル」 

6/27 場所：清和小 

名前：ＲＹＵさん 

「バラ」 

7/24 場所：奥戸フラワーパーク 

名前：ＲＹＵさん 

「助けたトマト」 

8/20 場所：お花茶屋 

名前：ＲＹＵさん 
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「拾ったトマト」 

7/31 場所：お花茶屋 

名前：Ｒさん 

「オオスカシバ」 

8/19 場所：お花茶屋 

名前：R さん 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

7
48 67

5
37 47

1
87
1 26 1
49 15 56 32

45
19 54

5
65 103

4
30 38

5
36 55
28

40 102
1
137
30

45 241
38

44 137
3

52 60
1
20
1 1
28 20

計 10種類119個体 4種類82個体 2種類2個体

・

・

・

・

・

7

15

8 ニ ゴ イ

モ ツ ゴ

12 マ ハ ゼ

飾柴又新八水路　魚からの便り 263

265

備　　考2019/6/22

ア シ シ ロ ハ ゼ1

ウ キ ゴ リ

オ イ カ ワ

ギ ン ブ ナ

2

3

【今後の調査日】7月6日（土）8月10日（土）9月29日（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

14 メ ダ カ

悪天候で風もあったが、水位が低かった（朝から水位が下がり続けた）ので、投網は打
ちやすかった。先月新八水路で採取できなかったメダカが1個体のみであったが採取で
きたのが嬉しい。常連さんの参加がいつもより少なかった分を初参加の方がカバーして
くれた。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

怪我人や病院行きが複数いた不思議な日だった。
水族館に勤める女性が初めて参加、投網を練習して見事に本流で魚を捕まえていた。感
染して常連になってほしい。新八の高齢化に歯止めを！
婚姻色がやや褪（さ）めつつあるアシシロハゼの雌雄が採れた。雌雄で模様の違いが
はっきりしている。平和島で採れたヒメハゼは腹鰭（ハラビレ）が円形（アシシロは楕
円）で、背鰭の直ぐ前に小さな黒点があることで識別されることを教わったばかり。
かなり沢山採れたマハゼの大きさには2つのグループができていた。大型の個体は川で
越冬していたのかもしれない。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて15種類203個体の魚類が採集されました。

曇り後雨、気温23.0℃、水温 本流23.0℃、新八水路24.1℃、新八ワンド21.7℃（15時
頃測定）

4

5

6

13 マ ル タ

コ イ

ド ジ ョ ウ

10 ハ ス

11 ボ ラ

ス ズ キ

9 ヌ マ チ チ ブ
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
131
11

52 120
5 6

35 65 32 58
1 2
80 30 52
1
437
19

49 68
22

60 72
5

78 103
30

40 165
32

23 85
5

50 55
1
108
36

38 267
84

40 153
1 35
22 12 34

計 14種類253個体 3種類9個体 1種類35個体

・
・
・

・

・

・

・

4

5

6

13 ボ ラ

コ ク チ バ ス

ス ゴ モ ロ コ

10 ヌ マ チ チ ブ

11 ヒ ガ イ

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

9 ニ ゴ イ

14 マ ハ ゼ

雨を予想して朝から雨対策をしたが、調査中は雨は降らず、嬉しい誤算だった。最近採
れてなかった魚が採れたが、これは二日前の大雨のせいだろう。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

東京では数日来雨が降り、特に北関東は雨量が多かった模様で、行徳の水閘門が開かれ
ていて流れは早かったが水深は低くなかった（午前中）。側線上周辺に鮮やかな青緑色
の鱗が光るゴクラクハゼが19尾採れた。今まではたまに1尾ずつしか採れなかったが、
今回は数尾ずつ網に入っていたので群れで游泳していたのかもしれない。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて15種類297個体の魚類が採集されました。
曇り、気温23.5℃、水温 本流22.4℃、新八水路23.4℃、新八ワンド23.7℃（15時頃測

午前中は高かったが、午後は一気に水が引き、魚が減るかな？と思われたが、珍しいゴ
クラクハゼやスゴモロコも多く見られ、楽しく投網を投げていた。測定作業では、オイ
カワのオスの赤色やヒガイの縦ラインの模様が綺麗で、観察するのも楽しかった。ゴク
ラクハゼとマハゼや、ギンブナとコイの見分けは難しかったが、特徴をつかむことが出
来て嬉しかった。（AN）

増水の影響か、オオフサモと思われる水草が流れ着いていました。定着しないよう、し
ばらくは注意していきたいと思います。（KI）

【今後の調査日】8月10日（土）9月29日（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

特定外来生
物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 264

266

備　　考2019/7/6

ウ グ イ1

オ イ カ ワ

ギ ン ブ ナ

コ イ

2

3

7

15

8 ス ズ キ

メ ダ カ

12 ブ ル ー ギ ル
特定外来生
物
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

2
50 53

2
103 108

3
66 285

1
42
2 3

17 22 13 21
3

59 288
1
21
1
189
2

37 47
1
56
16

70 115
11

71 90
17 33

14 24 16 29
1
15

計 9種類40個体 5種類23個体 2種類36個体

・

・

・

・

・

・

7

14

8 ニ ゴ イ

ワ タ カ

12 マ ハ ゼ

飾柴又新八水路　魚からの便り 265

267

備　　考2019/8/10

ウ キ ゴ リ1

オ イ カ ワ

オ オ ク チ バ ス
特定外来生
物

ギ ン ブ ナ

2

3

【今後の調査日】9月29日（日）　10月14日（月・祝）　11月23日（土・祝）　12月14日
（土）
　　　　　　　　2020年　1月25日（土）　2月23日（日）　3月28日（土）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

ガールスカウトや親子の参加もあり、大勢での調査だった。水位がもう少し低ければ
もっと楽しい調査になったと思う。SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

気温が高く、過去最も高かったと思える程の水位で、流れがないため水は茶濁し、最悪
のコンディションだった。水中に垂れる草にセミの脱け殻多数が着いていたのが異様
だった。
全長15㎜のワタカ未成魚1個体が採れた。ハクレンの未成魚にもやや似るが、吻端が上
に尖った独特の顔が特徴的。私も文献で見てただけで、未成魚の実物は初めて。成魚は
本流で稀に採れるが、琵琶湖からの国内移殖種。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて14種類99個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温33.4℃、水温 本流32.5℃、新八水路28.6℃、新八ワンド32.5℃（15時頃測
定）

水温も気温も高く、魚も深みに入ってしまったのか、土用隠れという言葉を思い出す採
れ具合でした（KI）

4

5

6

13 メ ダ カ

コ イ

タイリクバラタナゴ

10 ヒ ガ イ

11 ボ ラ

ス ズ キ

9 ヌ マ チ チ ブ
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飾柴又新八水路　魚類出現状況

調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 キ ン ブ ナ ●

21 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 キ ン ギ ョ ●

24 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

26 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

27 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

28 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

29 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

32 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

33 ナ マ ズ ● ○

34 ク ル メ サ ヨ リ ● ○

35 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 メ ナ ダ ●

39 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○

40 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 シ マ イ サ キ ●

45 ヒ イ ラ ギ ● ○

46 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 チ チ ブ ● ○

48 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○

50 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

54 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ヒ ナ ハ ゼ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 0 5 2 3 5 0 9 5 4 9 4 0 13 5 4 10 2 2 15 4 2 8 4 4 13 2 2 9 3 6 7 3 1 4 4 2 5 4 1 8 2 1 10 2 0 12 2 2 10 2 4 10 6 2 14 3 1 9 5 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。

標　準　和　名＼地　点

本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

254 255 256 257 258 259

2018

1.27 2.24 3.24 4.28 5.12

248 249 250 251 252 253 263

4.21

本

流

新

八

ワ

ン

ド

261

2.10

本

流

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド

260

1,26

本

流

262

3.23

本

流

107 163

06/4 10

57回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

164 223

2011ー15

60回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

6.9 7.14 8.11 9.29 10.27 11.24 12.22

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

267

8.10

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2019

266

7.6

本

流

新

八

ワ

ン

ド

265

6.22

本

流

新

八

ワ

ン

ド

264

5.12

本

流

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド
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環境課からのお知らせ 自然環境係 電話５６５４－８２３７（直通）

令和元年７月１３日（土曜日）に自然環境レポーターの研修会を行いました。

研修会前半は自然観察会として、水辺のいきもの館裏の蓮池～林～草原～桜土 

手を歩きながら、トンボやチョウなどゆっくりと観察しました。 

研修会前にアオスジアゲハが産卵をしていたので、卵の観察をしたり、ウチ

ワヤンマやコシアキトンボの抜け殻、トンボの体重、羽の点についてなど、図

鑑に載っていない豆知識を盛り込みながらの楽しい観察会となりました。後半

は、講習室でまとめや講師がお手製の標本等を見せながら、詳しく昆虫につい

て話を聞きました。 

 次回は、12 月上旬に行う予定です。レポーター同士の交流やレベルアップのた

めにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

観察会スタート。 

まずはどのように回っていくか説明。 

アオスジアゲハの卵。クスノキの若くて

柔らかい葉に産卵するそうです。 

これは、ウチワヤンマの抜け殻。シオカラト

ンボの体重はどれくらいか？トンボの羽にあ

る点は何の役割をしているか？図鑑に載って

いない豆知識も・・・ 

研修会が始まる前に採取したクロアゲハ。虫

の生活を通してその環境を知ることが出来

ます。（クロアゲハは終了後、自然に戻しました。） 
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グッドかわせみ賞は、年に７回以上レポーター活動に励んだ方に授与されます。 

受賞された皆さんには、賞状と記念品を委嘱式時にお渡しします。委嘱式を欠席

された方には郵送いたしました。 

※活動とは、毎月のレポートや研修会、環境・緑化フェアの参加などのことを指

します。毎月のレポートは、レポートの種類及び枚数によらず１か月分の提出

を１回とカウントします。例えば、９月に５５種の自然環境調査と自由レポー

トを提出いただいた場合でも２回とはせず１回とみなします。 

令和元年度自然環境レポーターの委嘱式を９月３日に行い、９月１日から１年

間の任期で活動していただくことになりました。引き続き活動される方、今回か

ら新たに活動される方、１年間よろしくお願いいたします。 

そして、グッドかわせみ賞の受賞を目指しましょう♪ 

荒井敏夫さん、石鍋壽一さん、江良ヒデ子さん、Ｔ．Ｋさん、 

Ｋ．Ｎさん、佐々木定治さん、弥生さくら草さん、 

高橋雅子さん、髙柳みどりさん、田村ひろ子さん、ＲＹＵさん、 

Ｒさん、ゆきひめさん、藤並剛さん、森本龍司さん、鷲田秀和さん 
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☆新八水路で魚類調査を行います☆ 

日 時  １０月１４日（月・祝）、１１月２３日（日）、１２月１４日（日） 

午前１０時～午後４時ごろ   

場 所  江戸川河川敷 寅さん記念館下まで直接お越しください。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/） 

☆綾瀬川や古隅田川で行う魚類などの調査を見学しませんか☆ 

採取した生物を展示して、調査結果の概要を説明します。直接会場へお越しください。 

◆日 時  １０月１５日（火）９時００分～ 

調査結果の説明 １１時～（３０分程度） 

※雨天時は１０月２８日（月） 

場 所  綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

◆日 時  １１月１２日（火）９時００分～ 

調査結果の説明 １１時～（３０分程度） 

※雨天時は１１月１５日（金） 

場 所  古隅田川（区立白鷺公園付近） 
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「水辺のふるさとかつしか」第３１０号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２６２号） 

 令和元年１０月４日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があり

ましたらお知らせください。 


